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海底地殻変動と津波の発生海底地殻変動と津波の発生

大きな水位減少（隆起）

やや遅れて水位上昇
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Tsushima et al. (in preparation)
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宮城県はるか沖での海底圧力記録宮城県はるか沖での海底圧力記録
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まとめまとめ
• 2011年東北地方太平洋沖地震の津波波源につい
て，海底圧力観測データから考察を加えた

– 特異な短波長・大振幅のピークをもつ津波波形が見られ特異な短波長 大振幅 クをも 津波波形 見 れ
る

– このピークを生成したと考えられる海底の上下変動が直
接計測され，ほぼ5mの隆起を示す

• 宮城県はるか沖の日本海溝付近に特に大きな津波
の励起源の励起源

– なぜ，宮城県はるか沖か？

– すべてプレート境界のすべりで説明可能か？す てプレ ト境界のす りで説明可能か？


